
令和７年９月２５日（木）
三木市上下水道部庁舎

２階 第1会議室

三木市土地利用基本計画の
見直しについて



・市街化調整区域の許可制度の一つである特別指定区域制度を活用するため

２０１３（平成２５）年 ２月に三木市土地利用基本計画を策定

・２０２３（令和５）年度に兵庫県が区域区分に関する基本的な方針を公表

・区域区分は継続し地域の意向を踏まえたきめ細やかな土地利用計画の

策定が必要
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三木市土地利用基本計画の

見直しに至る経緯・経過

市街化調整区域において地域の活力低下や産業の衰退等が課題

・２０２４（令和６）年度から市街化調整区域の４６自治会と
意見交換会を実施

・内容を取りまとめ三木市土地利用基本計画を見直す



市街化区域

市街化調整区域
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三木市土地利用基本計画とは
市街化調整区域における、まちづくりの基本方針



まもる区域

保全区域

農業区域

三木市土地利用基本計画とは

地域の将来像を住民や地権者が共有し、まちづくりを進めていくための計画

秩序ある土地利用を実現するために、土地利用を五つのまとまった区域に分
類し、ゾーニングを行なうことで、基本的な土地利用方針を示す
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特定区域

集落区域

森林区域

良好な自然環境を保全する区域

農業の振興を図る区域

森林として地域環境の形成を図る区域

良好な居住環境を保全または形成する区域

地域の活性化に資する

特定の用途の建築物を整備・開発する区域

特定区域

つくる区域

地域におけるコミュニティ形成のため

公共施設や教育施設、公園など

公共公益施設系区域

神社など保全すべき場所 等 周辺の自然環境や居住環境に影響の
ない範囲で一定の建築や開発を緩和
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三木市土地利用計画図（現行計画）
凡例

保全区域

森林区域

農業区域

集落区域

特定区域

特定区域

市街化区域



※市街化調整区域における地区計画のガイドライン（兵庫県作成）より抜粋
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三木市土地利用基本計画の位置づけ

土地利用基本計画等の策定
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特別指定区域制度とは

【三木市の指定状況】

【特別指定区域の概要】

 地縁者の住宅区域：２３地区
 既存事業所の拡張区域：３地区

 土地利用基本計画に基づいて指定す
る

 ９つの種類類がある
 土地利用基本計画の集落区域か特定
区域に定める



【地縁者の住宅区域とは】

7

地縁者であれば、新たに土地を買って戸建て住宅を建てられるようになる区域

地縁者の住宅区域

【地縁者とは】

建築予定地周辺（※）の市街化調整区域に１０年以上居住したことのある者
※建築予定地周辺＝建築予定地の大字、隣接する大字、同じ小学校区

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 計

3 1 10 3 4 2 2 4 5 3 2 6 45

【指定状況】

市街化調整区域を有する自治会４６地区中２３地区で指定

【活用実績】

２０１９（令和元）年度から２０２４（令和６）年度における市街化調整区域で
の住宅の建築件数９０件中特別指定区域の活用は２３件（約２５％）
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三木市土地利用基本計画見直しスケジュール
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